
懇
親
会

次
第

祝乾開司
電杯会会

二
十
七
回
生

直
大

萩
原

十

二

回

生

石

川

忠

志

前
衆
議
院
議
員
藤
村
修

(
し
ば
し
歓
談
)

ア
ル
ボ
レ

l
ダ
様
退
席

遠
来
者
・
特
別
参
加
者
紹
介

南
部
久
子
様
ご
一
行
退
席

み
ん
な
で
歌
い
ま
し
ょ
う

閉
会

三
十
二
回
生

校
歌
斉
唱

・
今
日
の
日
よ
さ
よ
う
な
ら

司

ム一品

者

合

唱

隊

田

代

為

寛

全

員

乾
杯
の
音
頭
は
十
二
回
生

し
ま
し
た
。

石
)11 

忠
志
様
に
お
願
い

遠
来
者
紹
介

南
部
久
子
(
千
里
山
)
，
山
本
平
八
郎

(
日

・
千
里
山
)
・

道
子
(
千
里
山
)
，
松
村
信
男
(
日

・
ハ
ワ
イ
)
，
樺
山
(
三

笠
)
翠
(
日

・
千
里
山
)
，
浅
野
倉
平
(
日

・
千
里
山
)，

井
出
(
藤
川
)
敏
(
日

・
大
阪
狭
山
)
，
加
藤
孝

(μ

・

仙
台
)
，
田
代
為
寛
(
口

・
別
府
)
，
増
田
泰
邦
(
日

・

宇
都
宮
)
，
藤
原
直
美
(
千
三
8
・
糠
沢
)

初
参
加
者
紹
介

薄
田
純
(
刊

)

(し
ば
し
歓
談
)

南
部
久
子
様
退
席

本
日
は
日
帰
り
の
た
め
.
少
し
早
め
に
ご
退
席
さ
れ
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
大
き
な
拍
手
の
中
，
お
孫
さ
ん
で
あ
る

糠
沢
さ
ん
・
山
本
様
奥
様
等
と
ご
一
緒
に
ホ
テ
ル
を
後
に

さ
れ
ま
し
た
。

合
唱
隊
と
と
も
に
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
ょ
う

今
回
は
石
井
さ
ん
の
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
伴
奏
に
合

食
事
中
の
歓
談
時
に
は
寺
津
様
が
お
二
人
の
通
訳
を

さ
れ
，
南
部
敦
子
様
の
思
い
で
話
が
続
い
た
も
の
と
恩
わ

れ
ま
す
。
一
通
り
の
食
事
が
済
む
と
，
ア
ル
ボ
レ

l
ダ
様

は
退
席
さ
れ
，
南
部
久
子
様
も
出
口
ま
で
お
見
送
り
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
退
席
時
に
は
「
S
u
m
p
a

G
u
-
-
t

a
(
サ
ン
パ
ギ
!
タ
ご
の
曲
が
石
井
様
の
演
奏
す
る

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
か
ら
流
れ
ま
し
た
。
サ
ン
パ
ギ

l
タ
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
花
で
あ
り
，
フ
ィ
リ
ピ
ン
民
謡

・
歌
曲

の
題
名
で
す
。《
永
遠
の
愛
を
誓
う
》
と
い
う
意
味
の
タ

ガ
ロ
グ
語
〔
S
u
m
p
a
k
-
-
t
a
〕
か
ら
転
じ
て
花

の
名
前
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
続
い
て
「
さ
く
ら
」
の
曲

も
流
れ
ま
し
た
。
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遠
来
者
・
特
別
参
加
者
紹
介

(
)
内
の
数
字
は
回
生

及

び

旧

姓

敬

称

略

特
別
参
加
者
紹
介

南
部
久
子
，
山
本
道
子
(
日
山
本
平
八
郎
様
奥
様
)
，
糠

沢
直
美
(
南
部
久
子
様
ご
令
孫

・
故
南
部
敦
子
様
ご
令
嬢

千
三
小
卒
)
，
ア
マ
デ
イ
オ

・
ア
ル
ボ
レ
1
ダ
(
城
西
国

際
大
学
人
文
部
客
員
教
授
)

わ
せ
，
千
里
山
会
の
定
番
大
き
な
古
時
計
に
始
ま
り
、

燈
台
守
、
あ
こ
が
れ
の
郵
便
馬
車
、
小
さ
な
世
界
、
明
日

が
あ
る
さ
、
荒
城
の
月
な
ど

閉
会
に
あ
た
っ
て
は
会
誌
で
い
つ
も
楽
し
い
漫
画
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
，
本
日
の
会
に
は
別
府
よ
り
お
越
し

願
い
ま
し
た
口
回
生
の
田
代
為
寛
様
に
中
締
め
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

今
年
も
ま
た
受
付
、
会
場
設
営

・
準
備
に
当
た
り
次
の

方
々
に
終
始
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

日
回
生
の
奥
田
(
渡
部
)
英
子

・
児
玉
(
服
部
)
絢
子
、

幻

回

生

宮

林

(
村
田
)
芳
子
、
日
回
生
芦
田
英
雄

の
諸
兄
姉
。
毎
回
の
こ
と
な
が
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す。
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18山崎
18池田・村中・名田 22尾川原

17高橋・ 吉田・神谷

16松村 13米倉 21平田 15高橋
15山本 21高田・大久保 16清水
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18名田・村中 糠沢直美様(千三 8) 18劉
アルボレーダ様 15赤羽南部久子様 山本道子様

14三分一 12石川 14柿崎
14平松・山崎・村山 11平井・伏見

カメラマンの腕が悪く準備が整う前にシャ ッターを切ってしまいました、撮
ったのは一枚だけ、掲載せざるを得ず、謹んでお詫び申し上げます。奥田記
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27萩原 29芦田 24奥田・加藤・河井
24五十嵐 27吉田・村田

20佐伯 千三 2北村・伊藤 20藤川・ 三笠
20久保・浅野 20長谷川・ 三輪

ハ

-・・F.. l
 

l
 

合唱隊演奏
会誌の準備をしていて Hテーブル(32.33・35・39回)の写真がないのに
気付きました、入手出来ず関係の方々にお詫び申し上げます。奥田記

23大藤 21大森 26大貫
23片山 26河井・中瀬・服部・渡部
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経過報告

09.07.31 会誌発送用封筒準備 24奥田陽一 26奥田英子

09.08.03 会誌 12号発送(印刷ミス発見につき発送出来ず)

14柿崎虞吾 27萩原直大戸島松子宮林芳子 24奥田陽一

09.08.06 会誌 12号再発送

14柿崎箕吾 三分一克美 27萩原直大 24奥田陽一

09.09.30 お茶の水ガーデ、ンパレスと総会準備の打合せ

14柿崎異吾 27萩原直大 24奥田陽一

09. 10.03 2 0 0 9年度総会・懇親会 (詳細会誌 13号)

09. 12. 16 会誌 13号編集及び今後の千里山会運営について打合せ

学士会館 14柿崎異吾 27萩原直大 24奥田陽一

10.01. 04 会計中間決算作成・チェック 27宮林芳子 24奥田陽一

10.03.06 拡大常任幹事会今後の千里山会運営について 八重洲倶楽部

14柿崎 15高橋景 16清水 17高橋一 18寺津 20久保

21大森 22尾川原 23平川、佐怒賀 24河井、河合、奥田

26村岡 27萩原、高見 35石井 39増田

10.04.09 会計決算書作成・チェック 27宮林芳子 24奥田陽一

10.05.30 総会前打合せ 八重洲富士屋ホテノレ ウィーンの森

14柿崎 24奥田 27萩原 32一井 35石井 39増田

10.05.30 会誌 13号編集打合せ 27萩原直大 24奥田陽一

10.07.07 会誌 13号編集・印制会社打合せ 27萩原直大 24奥田陽一

10.07.17 会計監査 21平田 坦 24奥田陽一

10.07.20 会誌 13号編集完了印制会社に依頼

14柿崎員吾 27萩原直大 24奥田陽一
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千里山会 2009年総会・懇親会 出席者名簿

2帥 9.10.ω お茶の水ガーデンパレス 平安の間

(回生jJlJ・五十音順・・印初参加)

特別参加 南部久子様、山本道子様(15山本平八郎織の奥様)

糠沢直美様(南部久子縁ご令孫、千三小卒業)

アマディオ・アルボレーダ事業

1 1回生 伏見千端子、三谷(平井)万里子

1 2回生 石川忠志

1 3回生 米倉和八郎

14回生 柿崎虞吾、 三分一克美、石井(平松)幸子、岡本(山崎)郁子、奥田(村山)夫沙子

1 5回生 赤羽隆夫、高橋景一、山本平八郎

1 6回生 清水健至、松村信男

1 7回生 高舗一三、石田(神谷)明子、山本(吉田)恵子

1 8回生 山崎不二雄、小木曽{名岡)文子、栗木(池聞)1男子、滝沢(村中)万里子、

寺津(劉)美代子

20回全 浅野倉平、久保利也、佐伯尚男、長谷川宏有、井出(藤)11) 敏、機山(三笠) 翠、

米崎(三輪)ふゆ子

21回全 大森信、高図豆、平田坦、大久保千毒事

22回生 尾川原奈美江

23回生 熊)11(大藤)幸子、佐怒賀(片山)弘子

24回生 奥田陽一、加藤孝、河井康郎、河合(五十嵐)和子

26回全 奥田(渡節)美子、川原(河弁)一恵、児玉(服飾)絢子、津田(大貫)操子、

下野(中瀬)穂子

2 7回生 荻原直大、娘戸(吉岡)三千代、宮林(村岡)芳子

29回生 芦田英雄

32回全 江崎伸一*、田代為覚、山田 明、清水(坂田)まや子、古)11(藤本)道子

33回全 佐々木成人

3 5回生 石井庸三

39回生 津田純$、治田泰邦

43回生(千三2回生) 北村和彦$、伊藤千恵

以上64名
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【2009年度千里山会収支表】
09年4月1日-10年03月 31日

2010年3月31日

収入 金額 支出 金額

前年度繰越 561. 108 
年会費 198名 396，000 通信費 126，595 

援込手数料 105 
内訳 08年 2名 4，000 文具 ・コピー費 28，072 

09年 196名 392，000 打合経費 13，920 
10年 名 。

慶会会誌員弔名費1他簿2作号成作成費費

36，361 
406，535 

緩込手数料(会費振込分) -15，400 
その他 675 
利息 126 
小計 381，401 小計 611，588 
怒親会費 60名 480，000 

会写食真費費
624，840 

@8，000 
合唱隊諸経費

記念品費

小計 624.840 
寄付金 1 9名 146，160 

繰越 332.241 
合計 1，568，669 合計 1，568，669 

参考基金総額 :617，000円 (1996年募集)
寄付累計 1，017，042伺 (1996/4-2010/3延129名、含切手寄付)

本日、千里山会の会計監査をした結果、処理は適正且つ正確で

あるものと認めます。

2010年 7月 17日 監事 平回坦
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